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イントロダクション

OMS（Open Music System）は、MIDIア
プリケーションとMIDIハードウェアが相
互にコミュニケーションを行うための
Macintoshの拡張機能です。OMSには以
下のような機能があります。

・共通のMIDIドライバとしてのOMS
OMS対応のアプリケーションは、
OMSを使用してスタジオ内のMIDIデ
ィバイス（機器）とコミュニケーショ
ンを行います。これらのアプリケーシ
ョンは、今までの様に独自のMIDIド
ライバを必要としません。すべての
OMS対応のアプリケーションはOMS
を使用して様々なハードウェアとコミ
ュニケーションを行います。

・MIDIスタジオを一括管理するOMS
OMSにMIDIスタジオの構成を記憶さ
せておくことで、OMS対応のアプリ
ケーションはそのMIDIスタジオの設
定を自動的に認識することができま
す。MIDIスタジオの構成を変更した
場合も、OMSの設定を変更するだけ
で各OMS対応アプリケーションの設
定は自動的に更新されます。

・多数のMIDIチャンネルの使用を可能に
するOMS
OMSは、スタンダードMIDIインター
フェース（Opcode社のMIDI
Translator、Studio 3）およびマルチ
ポート・インターフェース（Opcode
社のStudio 4、Studio 5、Mark of the
Unicorn社のMIDI Time Piece I/II、
Lone Wolf社のMIDITap）を含めて
様々なMIDIインターフェースに対応
しています。マルチポート・インター
フェースを使用すると、接続されてい
るMIDIディバイスの数に応じて多数
のMIDIチャンネルを使用することが
可能になります。

OMSはシステムの拡張機能ですが、
OMS対応のアプリケーションが起動する
までメモリーやシリアルポートを占有す
ることがないので、不要なトラブルを起
こす心配がありません。
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必要なシステム

OMSを使用するためには、バージョン
7.0以降のシステムが必要です。バージョ
ン7.0までのシステムではOMSを起動す
ることができません。最新のシステムソ
フトウェアは、アップルディーラーから
入手することができます。

第１部：イントロダクション
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OMSのインストレーション

OMSのインストーラーは、OMSのディ
スクの中に含まれています。

このアイコンをダブルクリックすると、
インストーラーが起動します。表示され
るダイアログに従ってインストレーショ
ンを行うと、必要なファイルが正しい場
所にインストールされます。

ノート：インストーラーが正常に動作し
ない場合は、不要な拡張機能をオフにし
た上でMacintoshを再起動し、インスト
ールをやり直してください。

インストールされるファイル

インストーラーは、OMSが必要とする各
種ファイルをハードディスクに自動的に
インストールします。インストールが完
了したら、Macintoshを再起動してくだ
さい。この章では、インストールされる

各ファイルの機能とそのファイルがイン
ストールされる場所を説明します。

OMSの旧バージョンで作成されたセット
アップファイルは、新しいバージョンの
OMSセットアップ・アプリケーションで
開くことができます。

注意：システムフォルダにインストール
されたファイルの名前を変更したり、保
存されている場所を変更するとOMSが正
常に動作しなくなります。詳しくは「各
ファイルの機能」をお読みください。

OMSのファイル構成は、おおよそ以下の
通りです。

・機能拡張「Open Music System」が、
機能拡張フォルダにインストールされ
ます。
・OMS Folderがシステムフォルダ内に作
成され、各種OMSドライバがインス
トールされます。
・OMSアプリケーションが、インストレ
ーションの際に名前を付けたフォルダ
にインストールされます。このフォル
ダの初期設定名は「OMS Application
Folder」です。

図2.1：OMSインストーラー・アイコン
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アプリケーション・ファルダは移動させ
ても構いませんが、機能拡張とOMS
Folderはインストールされた場所から移
動させないでください。

各ファイルの機能

このセクションでは、インストーラーに
よってハードディスクにインストールさ
れる各種ファイルの機能について説明し
ます。以下の説明を読んで不要と思われ
るファイルは削除していただいても結構
です。たとえば、Stuido 3を使用しない
方はStudio 3 OMS Driverは不要です。

OMSがアップデートされるに従って、新
しいドライバが追加されることがありま
す。最新のドライバに関する説明は、
OMSディスクの「お読みください」を参
照してください。

ドライバ

Macintoshに接続（または内蔵）された
ハードウェアは、それぞれのOMSドライ
バを経由してソフトウェアとコミュニケ
ーションを行います。これらのドライバ
は、システムフォルダ内のOMS Folderに
保存されています。現在用意されている
ドライバは以下の通りです。

スタンダードMIDIインターフェースを
OMSで使用するためのドライバです。
（MIDI TranslatorやStudio Plus 2など）

Macintosh内蔵のモデムまたはプリン
タ・ポートをOMSで使用するためのシリ
アル・ハードウェア・ドライバです。独
自の仕様を持つMIDIインターフェースを
使用する場合に必要です。

Mark of the Unicorn社のMIDI Time Piece
をOMSで使用するためのドライバです。

Digidesign社のSample Cell（バージョン
1.2以上）をMIDI Managerを経由せず直
接OMSで使用するためのドライバです。

第１部：イントロダクション
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Digidesign社のMac ProteusをOMSで使
用するためのドライバです。

Opcode社のStudio 3をOMSで使用するた
めのドライバです。このドライバがイン
ストールされると、OMSセットアップに
Studio 3メニューが表示され、Studio 3の
SMPTE機能を使用することができます。

Opcode社のStudio 4をOMSで使用するた
めのドライバです。このドライバがイン
ストールされると、OMSセットアップに
Studio 4メニューが表示され、Studio 4の
SMPTE機能を使用することができます。

Opcode社のStudio 5をOMSで使用するた
めのドライバです。このドライバがイン
ストールされると、OMSセットアップに
Studio 5メニューが表示され、Studio 5の
SMPTE機能を使用することができます。

Studio 5がスタジオパッチを使用するた
めのドライバで、Studio 5 OMS Driverと
共に機能します。スタジオパッチについ
てはStudio 5のマニュアルを参照してく
ださい。

IAC（Inter Application Communication）
をサポートするドライバです。

バージョン2.0以降のQuickTimeのMIDI機
能を使用するためのドライバです。

MacWaveMakerカードをOMSで使用す
るためのドライバです。

Opcode社のTranslator ProSyncインター
フェースをOMSで使用するためのドライ
バです。

第１章：概要
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Open Music System

MIDIアプリケーションとMIDIハードウェ
アの間でMIDIの送受信を行うための拡張
機能です。このファイルはハードディス
クから削除しないでください。

アプリケーション

OMS Setupは、MIDIスタジオの構成を
OMSに記憶させるためのアプリケーショ
ンです。MIDIスタジオの構成は、このア
プリケーションによって作成されるセッ
トアップファイルに保存されます。異な
るMIDIスタジオの構成に合わせて複数の
セットアップファイルを作成し保存する
ことができます。（複数のセットアップ
を同時に使用することはできません。）

新たにM I D Iディバイスをスタジオに追加
したり、接続を変更した場合は、O M S
S e t u pを起動してセットアップを変更する
か新規セットアップを作成してください。

このアプリケーションは、ハードディス
クから削除しないでください。

単純なスタジオ構成の場合は、OMSによ
って自動的に作成される「簡易セットア
ップ」を使用することもできます。詳し

くは「セットアップファイルの作成」を
お読みください。

OMS Device Database

このファイルには、各種MIDIディバイス
に関する情報が保存されています。OMS
Setupの「メーカー／モデル」メニュー
には、このファイルに保存されているメ
ーカー名やモデル名が表示されます（独
自のOMSディバイス情報ファイルを持っ
ているアプリケーションもあります。
Galaxyを使用している場合は、モジュー
ルがインストールされているメーカー名
やモデル名も表示されます）。「メーカ
ー／モデル」メニューについては第７章
「MIDIディバイスの設定」と第１１章
「OMSセットアップメニュー」でも説明
しています。このファイルはハードディ
スクから削除しないでください。

OMS Name Manager

OMS Name Managerは、アプリケーショ
ン間でパッチネーム、ノートネーム、コ
ントロールネームなどを共有するための
OMSのコンポーネントです。

第１部：イントロダクション



9OMS Manual

Name Providers

Name Providersは、アプリケーションで
作成されたファイルからインストゥルメ
ント名などを参照するためのモジュール
です。

Galaxyのパッチライブラリアンを参照す
るためのモジュールです。

Studio Patch Name Provider

スタジオパッチファイルからパッチ名を
参照するためのモジュールです。

OMS Time Manager

時間管理を行うためのOMSのコンポーネ
ントです。OMSクロックソースに複数の
アプリケーションをシンクさせることが
できます。

Serial Switch

IIfx、Quadra 900、Quadra 950を使用す
る場合は、このシリアルスイッチが必要
です。これらの機種にOMSをインストー
ルすると、コントロールパネルにシリア
ルスイッチが自動的にインストールされ
ます。これらの機種でMIDIを使用する場
合は、シリアルスイッチを開いて
「Compatible」のラジオボタンをオンに
してください。「Fast」モードでは、
MIDIの送受信が正しく行われません。

Factory Name Folder

初期設定のパッチ名をファイルにしてこ
のフォルダに保存することにより、OMS
Name Managerを使用することができる
プログラムからその名前を参照すること
ができます。詳しくは、第３章「ネーム
マネージャー」をお読みください。

OMS Preference Folder

このファルダ内のファイルにセットアッ
プの初期設定が保存されます。

第１章：概要
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スタジオセットアップ・ファイル

OMSは、セットアップ・ファイルの設定
に従ってMIDIの送受信を行います。セッ
トアップ・ファイルには自動的に作成さ
れるものとカスタマイズできるものがあ
ります。セットアップ・ファイルには以
下のディバイスに関する情報が保存され
ます。

・Macintoshに接続されたMIDIインター
フェース（Studio 4やMIDI Time Piece
など）
・Macintoshに内臓されたカード
（Sample CellやMacProteusなど）
・仮想ディバイス（QuickTime Music

Driverなど）
・MIDIインターフェースに接続された

MIDIディバイス（ドラムマシーンや
シンセサイザーなど）

スタジオの構成に応じて複数のセットア
ップ・ファイルを作成することができま
すが、起動しているMIDIアプリケーショ
ンが使用できるファイルは１つだけで
す。このファイルを「有効なセットアッ
プ」と呼びます。

セットアップ・ファイルには、各インス
トゥルメントの名前、ポート、MIDI受信
チャンネル、ディバイスIDなどが保存さ
れます。Vision、Galaxy、MAX、
Overtureその他すべてのOMS対応アプリ
ケーションは、これらの情報を参照する
ことによってスタジオに接続された各種
ディバイスを名前で選択することができ

るようになります。セットアップを変更
した場合は、その新しい情報がOMS対応
アプリケーションによって参照されま
す。

簡易セットアップとカスタム・セットア
ップ

セットアップの種類には、以下の２つが
あります：

・簡易セットアップ：有効なセットアッ
プがまだ作成されていない状態で
OMS対応アプリケーションを起動し
た際、自動的に作成することができる
セットアップです。簡易セットアップ
の作成方法については、第４章「簡易
セットアップ」で説明します。
・カスタム・セットアップ：スタジオを
より高度にコントロールするために
OMS Setupアプリケーションで作成
するセットアップです。カスタム・セ
ットアップの作成方法については、第
５章「新規セットアップの作成」およ
び第２部で説明します。

簡易セットアップは、便宜的に単純なス
タジオ構成を想定して作成されるもので
す。スタジオ構成が複雑な場合（MIDI
Thruジャックを使用する場合やディバイ
スのインプットとアウトプットのポート
番号が異なる場合など）は、OMS Setup
アプリケーションでカスタム・セットア
ップを作成してください。

第１部：イントロダクション
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この章では、各種インターフェースや
MIDIディバイスのスタジオでの接続方法
説明します。MIDIスタジオには様々な組
み合わせがありますが、ここでは一般的
な例を取り上げて説明します。適切な接
続を行うために、それぞれのハードウェ
アのマニュアルを一読するようにしてく
ださい。

Macintoshにインターフェースを接続

まずはじめにMacintoshにMIDIインター
フェースを接続し、次にMIDIインターフ
ェースにMIDIディバイスを接続します。
具体的な接続方法については、各ハード
ウェアに付属しているマニュアルを参照
してください。いくつかの典型的な接続
例を以下に説明します。

すでに接続を終えている方は、次の章に
進んでください。

ポート（モデム・ポートまたはプリンタ
ー・ポート）を1つだけ使用するスタン
ダードMIDIインターフェースを接続

Macintoshのモデム・ポートにMIDIイン
ターフェースを接続し、MIDIインターフ
ェースに３つのシンセサイザーを接続す
る例です。

1. MacintoshおよびMIDIインターフェー
スの電源を切ります。

2. MIDIインターフェースとMacintoshの
モデム・ポートを専用ケーブルで接続
します。

3. MIDIインターフェースの各MIDI OUT
を3つのシンセサイザーの各MIDI INに
MIDIケーブルで接続します。

4. マスター・キーボードのMIDI OUTを
MIDIインターフェースのMIDI INに
MIDIケーブルで接続します。

5. MacintoshおよびMIDIインターフェー
スの電源を入れます。
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マルチ・ポートのMIDIインターフェース
を接続

Macintoshの両方のシリアルポートにマ
ルチ・ポートのMIDIインターフェースを
接続する例です。

1. MacintoshおよびMIDIインターフェー
スの電源を切ります。

2. MIDIインターフェースとMacintoshの
モデムおよびプリンター・ポートをそ
れぞれ専用ケーブルで接続します。

3. 各MIDIディバイスをインターフェー
スのMIDI OUT/INポート（基本的には
同じ番号のポート）にそれぞれ接続し
ます。

4. MacintoshおよびMIDIインターフェー
スの電源を入れます。

Studio 4やMIDI Time Pieceの場合も同じ
様に接続します。

図3.1：スタンダードMIDIインターフェースを使用する場

合の接続例

図3.2：Studio 5を使用する場合の基本的な接続例

第１部：イントロダクション



OMSの設定を簡単に済ませたい方は、簡
易セットアップを使用してください。

ハードウェアの接続をまだ終えていない
方は、第３章「MIDIディバイスとインタ
ーフェースの接続」と各ハードウェアに
付属のマニュアルを呼んでMIDIディバイ
スとインターフェースの接続を行ってく
ださい。

OMSをインストールした後は、
Macintoshを再起動してください。OMS
の拡張機能は、Macintoshの起動時にシ
ステムに読み込まれはじめて機能するよ
うになります。

簡易セットアップの作成

1. OMS対応のアプリケーション（たと
えばVision）を起動します。

2. AppleTalkがオンになっている場合は
図4.1のダイアログが表示されます。

シリアルポートでMIDIの送受信を行
う際は、AppleTalkをオフにしてくだ
さい。

3. 「オフにする」をクリックして
AppleTalkをオフにします。
図4.2のダイアログが表示されます。

4. AppleTalkの接続を切って「OK」を
クリックします。

第４章：簡易セットアップ
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図4.2：AppleTalkをオフにする
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5. 「有効なセットアップ」がまだ作成
されていないことを示すダイアログが
表示されます。

「設定」をクリックして設定を開始し
ます。

6. シリアルポートを選択するためのチ
ェックボックスが表示されます。
MIDIインターフェースを接続してい
るポートにチェックを入れます。

7. 「検索」をクリックします。

インストールされている各OMSドラ
イバに対応するハードウェアが接続さ
れているかどうかを確認します。検索
が終わると次のダイアログが表示され
ます。

8. このダイアログには選択枝が４つあ
ります。

設定を中止する場合は、「キャンセル」
をクリックします。

この時点で認識されていないインター
フェースを追加する場合は、「カスタ
マイズ」をクリックします。表示され
る各インターフェースについて「追加」
または「追加しない」を選択します。

設定がうまく行えない場合は、「トラ
ブルシュート」をクリックしてくださ
い。問題を解決するためのヒントが表
示され、もう一度インターフェースを
検索することができます。

設定が正しく行われた場合は、「OK」
をクリックします。

第１部：イントロダクション
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9. 次に、OMSはインターフェースに接
続されたMIDIディバイスを検索しま
す。
OMSによって認識されたディバイス
が表示されます。ディバイス情報が内
蔵されているMIDIディバイスの場合
は、その名前が表示されます。

MIDIディバイスの中には、OMSによ
って自動的に認識されないものもあり
ます。自動的に認識されるべきディバ
イスが認識されない場合は、「トラブ
ルシュート」をクリックして問題を解
決するためのヒントを読んでくださ
い。

10. MIDIディバイスが接続されているポ
ートにチェックを入れます。たとえば
ポート3と5にMIDIディバイスが接続
されている場合は、このダイアログで
ポート3と5にチェックを入れてから
「OK」をクリックします。

これで「簡易セットアップ」を作成する
ことができました。以後、OMS対応アプ
リケーションは各MIDIディバイスをその
名前で呼び出すことができます。自動的
に認識されなかったディバイスは仮の名
前（たとえばポート7など）で表示され
ます。これらのディバイスのMIDIの送受
信のためのチャンネルは、16チャンネル
すべてがオンになっています。

第４章：簡易セットアップ
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第１部：イントロダクション
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第２部：スタジオセットアップの作成
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この章では、OMS Setupアプリケーショ
ンを使用して、M I D Iインターフェース、
N u B u sカード、バーチャル・ディバイス
（QuickTime Musicドライバなど）の設定
を行い、「スタジオ・セットアップ」内で
これらのディバイスの接続を行います。

OMS Setupの起動

1. OMS Application Folder内にある
OMS Setupのアイコンをダブルクリ
ックして、OMS Setupアプリケーシ
ョンを起動します。

AppleTalkについて

AppleTalkを使用している場合は、OMS
Setupを起動すると図5.2のようなメッセ
ージが表示されます。AppleTalkを使用し
ていない場合は、このメッセージは表示
されませんので「OMSの設定」（20ペー
ジ）に進んでください。

MIDIアプリケーションを使用する際は、
AppleTalkを「オフ」にすることをお勧め
します。その方法は：

2. AppleTalkアラート・ダイアログの
「オフにする」をクリックします。

OMS Setupは最後に選択された
AppleTalkのオン／オフの設定を記憶
しており、その設定に応じてボタンが
太枠で表示します。

「オフにする」をクリックすると図5.3
のようなダイアログが表示されます。

図5.1: OMS Setupアイコン

図5.2: AppleTalkアラート・ダイアログ
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3. AppleTalkネットワークの接続を切
り、「OK」をクリックします。

ノート：AppleTalkとは、ローカル・エリ
ア・ネットワーク（LAN）を構築するた
めのMacintoshのコミュニケーション・
プロトコルです。AppleTalkが「オン」の
場合、プリンタ・ポートを経由したMIDI
の送受信は行われず、モデム・ポートを
経由したコミュニケーションも信頼性の
低いものとなります。

OMSの設定

OMS Setupアプリケーションを起動し、
A p p l e T a l kを（必要に応じて）オフにすると
図5.4のようなダイアログが表示されます。

「OK」をクリックすると、次のようなダ
イアログが表示されます。

これから、OMSはシリアルポートに接続
されているMIDIインターフェースを検索
します。MIDIインターフェースが接続さ
れているポートを選択してください。

次に「検索」をクリックすると、OMSは
選択されたポートに接続されているMIDI
インターフェース、MIDIカード
（SampleCellやMacProteusなど）および
バーチャル・ディバイス（QuickTime
Musicドライバなど）を検索します。検
索が終了すると、次のようなダイアログ
が表示されます。

図5.3: AppleTalk接続解除ダイアログ

図5.4: 「新規スタジオ・セットアップ作成」ダイアログ 図5.5: 検索完了のダイアログ

第２部：スタジオセットアップの作成
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このダイアログには、4つの選択肢があ
ります。

・セットアップの作成を中止したい場合
は「キャンセル」をクリックします。
・MIDIインターフェースをマニュアルで
追加したい場合は「カスタマイズ」を
クリックします。
・自動的に認識されるべきMIDIインター
フェースが認識されない場合は、「ト
ラブルシュート」をクリックして問題
を解決するためのヒントを読んでくだ
さい。
・セットアップが正しく認識されていれ
ば、「OK」をクリックします。

ディバイスの設定

MIDIインターフェースが確認されると、
続いて各ポートに接続されているディバ
イスが表示されます。メーカーや機種名
をOMSに認識させることができる最近の
MIDIディバイスであれば、「スタジオ・
セットアップ」にその機種名が自動的に
表示されます。もし何も表示されなけれ
ば、マニュアルでディバイス名を入力し
てください。その方法は「第7章：MIDI
ディバイスの設定」で説明します。

ディバイスの設定が完了すると、次のよ
うなダイアログが表示されます。

ダイアログ内の4つのボタンの機能は、
先に説明したMIDIインターフェースの場
合と以下の点を除いて同じです。

・「カスタマイズ」または「OK」をクリ
ックすると、「スタジオ・セットアッ
プ」ウインドウを表示します。

スタジオセットアップの例

14ページの図3.1のような簡単なMIDIスタ
ジオの場合、「スタジオ・セットアップ」
は図5.6のようになります。

同様に1 4ページの図3.2の「スタジオ・セ
ットアップ」は、図5.7のようになります。

図5.6: 図3.1の「スタジオ・セットアップ」

図5.7: 図3.2の「スタジオ・セットアップ」

第5章：「スタジオ・セットアップ」の作成
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「スタジオ・セットアップ」の保存

「スタジオ・セットアップ」の作成が完
了すると、Macintoshの標準的な保存ダ
イアログが表示されますので、名前をつ
けて保存してください。このファイルは
「有効なセットアップ」として保存され
ます。

設定を終えたセットアップを「有効にす
る」と、OMSはこのセットアップに基づ
いて各MIDIディバイスを認識します。各
OMSアプリケーションは、スタジオ内の
各MIDIディバイスに関する情報をこの
「有効なセットアップ」から受け取りま
す。スタジオの異なる設定毎に、または
異なるスタジオ毎に複数の「スタジオ・
セットアップ」を用意しておくこともで
きます。ただし、「有効なセットアップ」
として使用できるのは、1つのセットア
ップだけです。「有効なセットアップ」
のタイトル・バーのファイル名のすぐ左
には、小さな菱形が表示されます（図5.8
参照）。

アイコンの大きさの設定

「スタジオ・セットアップ」は、小アイコ
ン、大アイコンの両方で表示することが
できます。「編集」メニューの「プレファ
レンス」でアイコンの大きさを選択して
ください。このマニュアルでは、小アイ
コンで表示した「スタジオ・セットアッ
プ」の図を使用して説明していきます。

第２部：スタジオセットアップの作成

小さな菱形が表示され、このセットアップが「有効なセッ

トアップ」であることを示しています。

小さな菱形が表示されていないセットアップは、「有効な

セットアップ」ではありません。

図5.8: 「有効なセットアップ」の表示

図5.10:  小さなアイコンで表示された「スタジオ・セット

アップ」

図5.9: 大きなアイコンで表示された「スタジオ・セットア

ップ」
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「スタジオ・セットアップ」を作成し終
えると、次に使用するOMSドライバの設
定を行います。OpcodeのMIDIインター
フェースについての詳細は、各MIDIイン
ターフェースに添付されているマニュア
ルをお読みください。

この章では、OMSに対応していないMIDI
インターフェースのドライバの設定方法
を説明します。必要な部分だけをお読み
ください。

スタンダードMIDIインターフェース

OMS Folderの中にStandard Interface
OMS Driver（スタンダードMIDIインター
フェース用OMSドライバ）がインストー
ルされており、１つ以上のスタンダード
MIDIインターフェースがコンピュータに
接続されている場合は、Std. Interface
（ModemまたはPrinter）が表示されます。

1. 各MIDIインターフェースのアイコン
をダブル・クリックし、ポート設定ダ
イアログを開きます。

2. 使用するMIDIインターフェースに合
わせて、適切なクロック周波数を選択
します。

第6章：OMSドライバーの設定

図6.1: スタンダードMIDIインターフェースを使用する場合

の「スタジオ・セットアップ」

図6.2: スタンダードMIDIインターフェース設定ダイア

ログ
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通常クロック周波数は自動的に設定さ
れます。適切なクロック周波数につい
ては、使用するMIDIインターフェー
スのマニュアルを参照してください。

3. 使用するMIDIインターフェースがシ
ンクロナイザ機能を搭載している場合
は、「シンクロナイザ内蔵」のチェッ
クボックスにチェックを入れてくださ
い。

使用するインターフェースがシンクロナ
イザ機能を搭載していない場合は、チェ
ックをはずしておきます。

4. 「OK」をクリックします。

SampleCell

OMS Setupにより認識された各
SampleCellカード毎にSampleCellアイコ
ンが表示されます。

1. SampleCellディバイス・アイコンを
ダブル・クリックして、MIDIディバ
イス情報ダイアログを開きます。

2. 必要に応じてディバイス名を変更し、
各SampleCellカードのMIDI受信チャ
ンネルを設定します。

SampleCell EditorおよびSampleCell
Driverについては、バージョン1.2以降を
使用してください。OMSでSample Cell
を使用する場合は、SampleCell MIDI
Manager Driverをシステム・フォルダか
ら取り除いてください。SampleCell
MIDI Manager Driverは、MIDI Manager
を使用する場合にのみ必要になります。

第２部：スタジオセットアップの作成

SampleCellディバイス・アイコンをダブル・クリックする

と、MIDIディバイス情報ダイアログが開きます。

図6.3: SampleCellアイコンとディバイス情報ダイアログ
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MacProteus

OMS Setupにより認識された各
MacProteusカード毎にMacProteusアイ
コンが表示されます。

1. MacProteusディバイス・アイコンを
ダブル・クリックして、MIDIディバ
イス情報ダイアログを開きます。

2. 必要に応じてディバイス名を変更し、
各MacProteusカードのMIDI受信チャ
ンネルを設定します。

MacProteus Front Panelアプリケーショ
ンを使用する場合のみ、MacProteus
MIDI Manager Driverをシステム・フォル
ダ内に入れておく必要があります。

MacProteus Batteries INITは、OMS
MacProteus Driverと互換性があります。

MacProteusディバイス・アイコンをダブル・クリックす

ると、MIDIディバイス情報ダイアログが開きます。

図6.4: MacProteus アイコンとディバイス情報ダイアログ

第6章：OMSドライバーの設定
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第２部：スタジオセットアップの作成
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有効なセットアップを保存し、各MIDIイ
ンターフェースおよびカードの設定を終
えたら、次にMIDIディバイスの設定を行
います。

この章では、OMS Setupを使用してMIDI
ディバイス（シンセサイザー、MIDIエフ
ェクトター、MIDIコントローラーなど）
を設定する方法について説明します。

MIDIディバイスの設定

このセクションでは、スタジオで使用す
るすべてのMIDIディバイスの設定を行い
ます。

1. 有効なスタジオ・セットアップが開
いていない場合は、「ファイル」メニ
ューから「有効なスタジオ・セットア
ップを開く」を選びます。

新規ディバイスは、自動的に「スタジ
オ・セットアップ」内の一番上のインタ
ーフェースに接続されます。インターフ
ェース・アイコンを選択してから新規デ
ィバイスを追加すると、そのディバイス
は選択されているインターフェースに接
続されます。

2. 「スタジオ」メニューから「新規ディ
バイス. . .」を選択すると、M I D Iディバ
イス情報ダイアログが表示されます。

3. メーカーのポップアップ・メニュー
から、使用するMIDIディバイスのメ
ーカーを選択します。

4. モデルのポップアップ・メニューか
ら、使用するMIDIディバイスのモデ
ルを選択します。

第7章：MIDIディバイスの設定

図7.1: MIDIディバイス情報ダイアログ

図7.2: MIDIディバイスのメーカーを選択する
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第２部：スタジオセットアップの作成

使用するMIDIディバイスがリストに
ない場合や別の名前で表示したい場合
は、名前欄に名前をタイプ入力してく
ださい。

5. 「コントローラー」と「マルチティ
ンバー」ボックスに、チェックを入れ
ます。

通常は、自動的に「コントローラー」
と「マルチティンバー」ボックスにチ
ェックが入っています。

使用するMIDIディバイスがMIDIノー
ト、あるいはコントロール・データを
送信する場合は、「コントローラー」
ボックスにチェックを入れます。

使用するMIDIディバイスが複数の
MIDIチャンネルを受信する場合は、
「マルチティンバー」ボックスにチェ
ックを入れます。

6. データを受信するすべてのMIDIチャ
ンネルにチェックを入れます。

「マルチティンバー」ボックスにチェ
ックが入っていなければ、そのMIDI
ディバイスは1チャンネルでの受信し

かできません。「マルチティンバー」
ボックスにチェックが入っていれば、
複数のMIDIチャンネルを受信するこ
とができます。

7. 使用するMIDIディバイスIDに対応す
るディバイスIDを設定します。

パッチ（あるいは他のシステム・エク
スクルーシブ・データ）を送受信する
場合、ディバイスIDを使用するディバ
イスのIDと対応させてください。ディ
バイスIDについては、「ディバイスID」
の項を参照してください（59ページ）。

「マルチティンバー」ボックスにチェ
ックが入っていなければ、ディバイス
IDは自動的にMIDI受信チャンネルと
同じに設定されます。必要に応じて、
ディバイスIDを変更してください。

8. 「MIDI Time Code」のチェック・ボ
ックスに、必要に応じてチェックを入
れます。

タイムコードの送受信が可能MIDIデ
ィバイスで、MIDI Time Codeを使用
して同期を行う場合、これらのチェッ
ク・ボックスにチェックを入れます。
ほとんどのMIDIディバイスは、MIDI
Time Codeを送受信できません。

9. 「MIDI Beat Clock」のチェック・ボ
ックスに、必要に応じてチェックを入
れます。

図7.3: MIDIディバイスのモデルを選択
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シーケンサーを搭載した最近のMIDI
ドラム・マシーンやシンセサイザーの
ほとんどはMIDI Beat Clockの送受信
を行うことができます。これらのディ
バイスを同期させたい場合はこのチェ
ック・ボックスにチェックを入れま
す。MIDI Beat Clockを送信すること
ができるMIDIディバイスで、他のデ
ィバイスあるいはアプリケーションに
同期データを送信させる場合は、
「Sends」にチェックを入れてくださ
い。また、MIDI Beat Clockを受信す
ることができるMIDIディバイスで、
他のディバイスあるいはアプリケーシ
ョンからの同期データを受信させる場
合は、「Receives」にチェックを入れ
てください。

10. 「MIDI Machine Control」のチェッ
ク・ボックスに、必要に応じてチェッ
クを入れます。

使用するM I D Iディバイスすべてについ
て、これらの設定を行ってください。

11. 「ファイル」メニューから「保存」
を選んで、設定したスタジオ・セット
アップを保存します。

注意：「スタジオ・セットアップ」内で
新規ディバイスを設定する前にインター
フェースを選択した場合、新規に設定し
たディバイスは選択されているインター
フェースに接続されます。インターフェ
ースを選択していなければ、新規ディバ
イスは、自動的に、「スタジオ・セット

アップ」内の一番上のインターフェース
に接続されます。

MIDIディバイスの例

M1シンセサイザーの場合は、図7.4のよ
うな設定になります。M1はシーケンサー
機能を搭載したマルチティンバーのシン
セサイザーで、MIDI Beat Clockの送受信
が可能です。また、1度に8チャンネルの
MIDIに対応することが可能です（例では、
便宜上、1-8チャンネルを選択しています
が、実際には任意のチャンネルを選択で
きます）。

ディバイス情報の編集

スタジオ・セットアップで設定したMIDI
ディバイス情報はは以下の手順で変更す
ることができます。

1. ディバイスをクリックして選択し、
「スタジオ」メニューから「MIDIディ
バイス情報の編集...」を選びます。

図7.4: Korg M1の場合

第7章：MIDIディバイスの設定
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第２部：スタジオセットアップの作成

または、ディバイスのアイコンをダブ
ルクリックして、MIDIディバイス情
報ダイアログを開きます。

2. 必要な変更を行って、「OK」をクリ
ックします。

3. 「ファイル」メニューから「保存」
を選んで「有効なスタジオ・セットア
ップ」として保存します。

ディバイスのアイコンだけを変更したい
場合は：

1. ディバイスを選択し、スタジオ・メ
ニューから「ディバイスのアイコン」
を選択します。

ディバイスのアイコンをオプション・ダ
ブルクリックしてディバイス・アイコ
ン・ダイアログを開くこともできます。

2. 新しいアイコンを選択して、「OK」
をクリックします。

3. 「ファイル」メニューから「保存」
を選んで「有効なスタジオ・セットア
ップ」として保存します。
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この章では、スタジオ・セットアップ内
のディバイスを、実際のMIDIスタジオの
構成に合わせて接続する方法について説
明します。

接続が完了すると、スタジオ・セットア
ップはMIDIスタジオのグラフィック・イ
ンターフェースとして機能することにな
ります。

重要：OMSアプリケーションは、このス
タジオ・セットアップから各ディバイス
に関する情報を受け取るので、スタジ
オ・セットアップは可能な限り正確なも
のでなければなりません。

ディバイスの自動接続

MIDIインターフェースが選択されていな
い状態で新規ディバイスを追加すると、
そのディバイスは自動的にスタジオ・セ
ットアップ内の一番上のインターフェー
スに接続されるか、または全く接続され
ていない状態でウインドウの一番上に表
示されます。

スタジオ・セットアップ内のMIDIディバ
イスとMIDIインターフェースの接続が実

際の接続と異なっている場合、および全
く接続されていない場合はディバイスを
接続し直す必要があります。

ディバイスの接続の変更

ディバイスをインターフェースや他の
MIDIディバイスに接続するには：

第8章：「スタジオ・セットアップ」でのディバイスの接続

1. 接続を変更するディバイスのアイコンをクリックし

て、マウスを押さえたままにします。

2. 接続したいMIDIインターフェース、あるいは他のディ

バイスのアイコンまでマウスをドラッグします。
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図7.6は、ディバイスを別のディバイスの
MIDI Thruに接続した例です。

ケーブル切断

接続されたディバイスのすぐ左には、
MIDIケーブルを表わす２本のケーブルが
表示されます。ケーブル上の矢印は、そ
のケーブル上のMIDIデータの送受信の方
向を示しています。

実際のMIDIスタジオでは、１本のケーブ
ルでのみ接続しているディバイスもある
でしょう。スタジオ・セットアップ内の
ケーブルも、同じように接続することが
できます。その方法は：

1. スタジオ・セットアップ内のケーブ
ル上の矢印をクリックして、ケーブル
を切断します。

ケーブルの矢印は、ディバイス・アイ
コンの左横にグレイアウトされた状態
で表示されます。ケーブルを再び接続
したい時は、この矢印をクリックして
ください。

実際のMIDIスタジオでは、全く接続され
ていないディバイス（スタジオに置かれ
ているけれど、使われていないもの）が
あるかもしれません。スタジオ・セット
アップ内には、全く接続されていないデ
ィバイスを表示しておくこともできま
す。その方法は：

1. スタジオ・セットアップ内の両方向
のケーブル上の矢印をクリックして、
両方のケーブルを切断します。

MIDIディバイスは自動的にスタジ
オ・セットアップ内の一番上に表示さ
れます。

3. 接続先のディバイス・アイコンがハイライトされた

ら、マウスを離します。

図7.5: ディバイスの接続を変更する

図7.6: ディバイスに別のディバイスを接続する

他のディバイスのMIDI Thruに接続されたディバイス

スタンダード・インターフェースに接続されたディバイス

第２部：スタジオセットアップの作成
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マルチ・ポート・インターフェースへの
ディバイスの接続方法

Studio 4、Studio 5、MIDI Time Pieceは、
複数のMIDIディバイスを同時に接続する
ことができるマルチ・ポート・インター
フェースです。図7.7の例では、Studio 5
に4つのMIDIディバイスが接続されてい
ます。

マルチ・ポート・インターフェースのポ
ート・ナンバーは、各ディバイスを接続
しているケーブル上の小さな四角で囲ま
れた数字で表示されます。スタジオ・セ
ットアップのポート・ナンバーは、実際
にディバイスをマルチ・ポート・インタ
ーフェースに接続しているポートナンバ
ーと合わせてください。

1. ポート・ナンバーをクリックして選
択します。

2. 実際にMIDIディバイスがインターフ
ェースに接続されているポートと同じ
ナンバーを設定します。

ポート・ナンバーは、マウスを押さえ
たままドラッグするか、数字をタイプ
入力して設定します。

マルチ・ポート・インターフェースと
OMSアプリケーション

通常、O M Sアプリケーションで、マル
チ・ポート・インターフェースを M I D I
データのソースとして選ぶと、そのイ
ンターフェースからのデータ（接続さ
れたディバイスからのデータではな
く）のみがM a c i n t o s hに送信されます。
もし、接続されたディバイスからのデ
ータも受信する必要がある場合は、
O M Sアプリケーションの中で、そのデ
ィバイスをM I D Iデータ・ソースとして
選択する必要があります。

・Studio 4：OMSアプリケーションで、
Studio 4をMIDIデータ・ソースとして
選択すると、Studio 4からのタイム・
コードとStudio 4に接続されたディバ
イスのMIDIクロックのみがアプリケ
ーションに送信されます。Studio 4に
接続されたディバイスからの他の種類
のMIDIデータは送信されません。
Studio 4に接続したMIDIディバイスを
音源として使用する場合は、インター
フェースではなく、MIDIディバイス
を直接選択してください。

第8章：ディバイスの接続

図7.7: Studio 5に接続されたディバイス

図7.8: ポート・ナンバーの選択
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第２部：スタジオセットアップの作成

・Studio 5：OMSアプリケーションで、
Studio 5をMIDIデータ・ソースとして
選択すると、Studio 5からのデータ
（タイム・コード、フットスイッチ、
オーディオ・イベント）のみがアプリ
ケーションに送信されます。Studio 5
に接続されたディバイスからの他の種
類のMIDIデータは送信されません。
Studio 5に接続したMIDIディバイスを
音源として使用する場合は、インター
フェースではなく、MIDIディバイス
を直接選択してください。

注意：OMSでStudio 4またはStudio 5を
使用する際の詳細については、各インタ
ーフェースのマニュアルを参照してくだ
さい。また、MIDI Time Pieceについては、
MIDI Time Pieceのマニュアルを参照して
ください。

スタジオ・セットアップの参考例

14ページの図3.1のMIDIスタジオは、図
7.9のスタジオ・セットアップとして表さ
れます。

同様に、14ページの図3.2のスタジオは、
図7.10のスタジオ・セットアップとして
表されます。

図7.10: 図3.2のスタジオ・セットアップ

図7.9: 図3.1のスタジオ・セットアップ
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スタジオ・セットアップが正しく設定さ
れているかどうかは、以下の手順でテス
トすることができます。

スタジオ・セットアップをテスト・モー
ドにする

1. 有効なセットアップが開いていない
場合は、「ファイル」メニューから
「有効なセットアップを開く...」を選
択します。

2. 「スタジオ」メニューから「スタジ
オテスト」を選択します。

「スタジオテスト」コマンドは、テス
ト・モードのオン／オフを切り替えま
す。スタジオ・メニューの「スタジオ
テスト」をチェックすると、テスト・
モードがオンになります。テスト・モ
ードでは、スタジオ・セットアップ内
でカーソルをMIDIディバイスあるい
はインターフェース・アイコンの上に
移動させると、カーソルが8分音符の
アイコンに変わります。

MacintoshからディバイスへのMIDI送信
テスト

Macintoshから各MIDIディバイスにMIDI
データを送るテストを行います。

1. 8分音符カーソルでMIDIディバイス・
アイコンをクリックします。

8分音符カーソルでMIDIディバイス・ア
イコンをクリックすると、ディバイスに
設定されているMIDIチャンネルすべてに
ランダメ・ノートが送信されます。この
時のMIDIボリューム・メッセージは全チ
ャンネルとも127に固定されています。
ディバイスのアイコンをクリックして、
ランダムな不協和音が聴こえてくるかど
うか、またはそのMIDIディバイスのMIDI
インディケータLEDが点滅しているかど
うかを確認してください。

第9章：スタジオ・セットアップのテスト

図8.1: ディバイスのMIDI Inテスト
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ディバイスからM a c i n t o s hへの送信テスト

コントローラー・インストゥルメント上
でキーを弾いたりパッドを叩いたりする
ことによって、MIDIディバイスが送信す
るMIDIデータをMacintoshが受信してい
るかどうかをテストすることができま
す。MacintoshはMIDIデータを受信する
と「MIDI received」と答え、スタジオ・
セットアップ内のケーブルが点滅しま
す。「MIDI received」のメッセージは5秒
毎にしか発せられませんが、ケーブルの
点滅はデータが送られている間繰り返さ
れます。

注意：スタジオ・セットアップでMIDIの
マージ（複数チャンネルのMIDIデータ・
ソースを1つのポートに送ること）が行
われていると、このテストを行った際に
間違った方向の矢印が点滅することがあ
ります。マージされているディバイスの
いずれかからMIDIデータを送ると、これ
らの矢印の内1つ（実際にMIDIデータを
送信したディバイスでなない場合があり
ます）だけが点滅します。

キーボードを装備していないMIDIディバ
イスの場合でも、バルク・ダンプなどを
送信することによって、MIDIデータが
Macintoshに送られているかどうかをテ
ストすることができます。

テスト・モードを解除する

1. 「スタジオ」メニューの「スタジオ
テスト」のチェックをはずしてテス
ト・モードを解除します。

第9章：スタジオ・セットアップのテスト


